　資料２　
新制度(案)

1. 制度見直しの目的
現在、豊島区では、新たに基本計画（別紙参照）を策定しています。
新たな基本計画では、「区民の誰もが文化芸術に触れ、様々な形で文化活動に参加し、
心豊かに文化的な生活を送ることができる」という事を、文化施策における目指す姿として掲げております。
基本計画の方向性を踏まえ、区民の文化活動を応援する当財団として、
現在の特命大使制度の見直しを図り、誰でも気軽に参加・体験しやすい環境づくりを行う為、
「豊島区国際アート・カルチャー特命大使／SDGs特命大使」制度を継承・発展し、
公益財団法人としま未来文化財団の公益目的事業として位置づけ、
[bookmark: _GoBack]「としま文化応援団（仮称）」として新たに発足します。

2. これまでの経緯
●2014年	　　消滅可能性都市の指摘
●2015年	　　国際アート・カルチャー都市構想策定
●2016年	　　豊島区国際アート・カルチャー特命大使発足
●2020年7月	　　内閣府より「SDGs未来都市」・「自治体SDGsモデル事業」ダブル選定
●2020年9月	　　豊島区国際アート・カルチャー特命大使／SDGs特命大使へ再編

3. 新制度（案）について
（１）コンセプト
子ども、若者、障がい者、外国人、ひとり親家庭など、世代や障害の有無、
国籍を問わず、区民の誰もが文化芸術を身近に感じ、体験・育成・応援できる制度。

（２）役割
1 誰もが参加できる自主企画事業の実施、アイデアを提案
2 区の文化イベントや自主企画事業の情報発信
3 若手アーティストが豊島区で活動しやすくなる環境整備
4 団員自らのネットワークによる新規団員勧誘

（3） 主な変更内容　※新制度（案）は多少の変更が生じる場合がございます。
1  会員制度　
	
	現在
	新制度（案）

	名称
	国際アート・カルチャー特命大使
SDGs特命大使
	としま文化応援団（仮称）

	賛同金
	個人3,000円
学生1,000円／子ども500円
企業10,000円／団体5,000円
	個人会員1,000円
※その他区分については
現在検討中

	会員の証明
	名刺
	団員証


2 自主企画事業
	
	現在
	新制度（案）

	応募要件
	特命大使のみ応募可能
	誰でも応募可能
※詳細については
　現在検討中

	対象分野
	ジャンル問わず対象
	文化事業のみ対象

	原資
	賛同金収入
	賛同金収入+財団自主財源



4. 今後のスケジュール（予定）
≪2025年≫
●3月末  特命大使制度終了
●6月頃  新制度スタート
　　　　  ※新制度の詳細につきましては、決まり次第お知らせさせていただきます。

